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はじめに

トモエガモＡ"ａｓ允""Csαは束アジアの限られた地域に分布する種で，シベリア極東部な

どで繁殖し，韓国や日本などで越冬する（Vauriel965，黒IlI1980、ｄｅｌＨｏｙｏｇ/αﾉ．1992、

Miyabayashi＆Mundkurl999)．糊封では，２０万羽規棋の群れが観察されるが（Ｋａｎｇ＆

Chol996，金井2000,Pitches2000)，１１木国内では減少しており（Delacourl956，Brazil

l991，環境庁1998,宮林･Mundkurl996)，1970年代には禰川県ﾊー 野鴨池に１万羽以上飛来

していたトモエガモは，近年では多くても1,000羽程度しか観察されない（矢IIIl975，布川

県1977,1998，日本野鳥の会1995,1999)．同様に，繁殖地であるシベリア東部のサハ共和

国においても観察される個体数が減少している（Degtyarev＆Perfilyevl998)．

トモエガモの保護を進めていくにあたり，越冬地における飛来状況を把握することは亜要

である．全|測的に公表されるトモエガモの飛来状況に関する'|W報は，現在のところ環境庁に

より全国一斉に行なわれる「ガンカモ科鳥類の生息調査（以~ド、一斉調盃)」による‘|iIf報しか

ないためトモエガモの渡来状況に関する情報は少なく，個体数変動について報告された例も

少ない(山本ほか2000a,ｂ)．日本国内では石川県をはじめとしたI]本海沿岸などへの飛来個

体数が多く，その他の地域では少ないことが知られており(環境庁1991,1992，’１本野烏の

会研究センター1992)，特に石川県河北潟石川県片野鴨池，福井県大堤には現在でも多く

のトモエガモが飛来することが知られている（石川県１９９８，１．１本野鳥の会福井県支部l9981

福井県1999a，111本ほか2000a,ｂ)．過去の観察例などから，これらの湖沼に飛来する,個体数

を把握すれば国内で越冬するトモエガモのほぼ全個体数を把握することが可能であると考え

られる．そこで，これらの湖沼を調盃地に選定して渡来状況を調べた．また，一斉調炎にお

ける記録と比較し，その方法について検討を行なったので報告する．

調査地および調査方法

片野W‘池は石川県加賀市片野町の,加没市『|』心部から北西へおよそ４ｋｍに位柾する而械お
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よそ10haの池で､(36.19'Ｎ，136.17'Ｅ；図1-1)，周I〃|を圧陵地に取り囲まれている．丘陵地の

標高は30～60ｍで､おもにアカマツＰ伽zfs〃e72S班07税やコナラＱ"eﾉ℃"Ssgγ”/αなどが生育

している．片野鴨池の周朋は，竹柵によって仕切られ，人間は立ち入ることができない．池

東岸には，池全体を見渡すことができる加賀市鴨池観察館があり，そこより調査を行なった．

なお，片野鴨池における一斉調査時の記録は，ｌ｣本野,喝の会石川支部（1998,1999,2000a）

によった．
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図1-2．河北潟の位識と周辺の土地利用状況．●は観察地点の位撒を表す．

Fig.1-2．ThelocaLionofKahokugata-lake,andthedistributionofcultivatedlandandurban

areasinthevicinity、Closedcirclesrepresentobservationpoints．
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図1-1．片野''1m池の位枇と周辺の土地利用状況．●は観察地点の位般を表す．

Fig.１－LThelocationofKatallo-kamoike,andthedistl･ibutionofricefieldsandurbanarGas

inthevicinity・Theclosedcirclerepresentstheobservationpoint．
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河北潟は，石川県金沢市，河北郡宇ノ気町，河北郡津幡町，河北郡内灘町にまたがって位

置する（36.40'Ｎ，136.35'Ｅ；図1-2)．1970年から干拓事業が行なわれ，約1,400haの干拓地

とその南側の残存水面約830haが広がる．残存水面は金沢市の中心の北西およそ６ｋｍに位樋

する．残存水面には大野川，金腐川が流入し，大野川が調整池に流入する河'-1部は貯木場と

して利川されている．これら水面には，人間が容易に立ち入ることがで､き，釣りや水上スキ

ーなどの活動が行なわれている．残存ﾉk面の東側には水'11地,帯が，南側には工場地,勝が臆が

る．残存水面西側はおもに市街地，北側には干拓地が広がる．調盃に際しては，調整池と流

入河川に而した３か所に定点を設定した．これら定点を設定することにより，残作水面全体

の個体数をかぞえることができた．なお，河北潟における一斉調査時の記録は，１．１本野鳥の

会石川支部（1998,1999,2000a）によった．

大堤は福井県坂井郡三国町に位満する(36.14'Ｎ，136.11'Ｅ；図1-3)．大堤は，声原町の中

心部の北西およそ1.3kｍに位縦する面破およそ９ｈａの池である．周囲をおもにアカマツから

なる二次林と遊園地の駐車場，広大な水[lj地帯に囲まれている．大堤の北側，東側のアカマ

ツ林を除けば人間は容易に侵入することができ，釣りが行なわれている．調査は大堤全体を

見渡すことのできる駐車場より行なった．なお，大堤における一斉調査時の記録は，福井県

（1998,1999b，2000）によった．

トモエガモの個体数調査は，片野鴨池では1997年９jjlOI1から2000年４月１１]にかけて，

月に２１｢11から26回，計237191行なった．河北潟では1997年９ｊｊ２１Ｉから2000年４月３１１にかけ

て，月に１１，１から６回，計76同行なった．大堤では1998年９月５１１から2000年４j､12511にか

けて，月に１同から４回，計29ｎ行なった．河北潟，大堤においては，飛来状況の比較のた

め，調査地の優占種であるマガモＡﾉz(zspﾉﾋz6WIU'"c伽0ｓの個体数も同時に記録した．ただし，
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図１－３．大堤の位置と周辺の土地利用状況．●は観察地点の位世を表す．

Fig.1-3．ThelocationofOhtsutsumi,andthedistribution()fcultivatedlandandurbanareas

inthevicinity、Theclosedci１℃lel･epresentstheobservati()ｎpoint．
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図２．片野鴨池におけるトモエガモ個体数の季節変化．

Fig.２．SeasonalchangesinthenumberofBaikalTealatKatano,kamoike，Ishikawapref.，
centralJapan．

河北潟では2000年１月，２月にはマガモの個体数は記録しなかった．片野鴨池におけるマガ

モの個体数は，月に２回行なわれている片野鴨池周辺の鳥類調査の記録をもちいた（山本芳

夫未発表)．なお，福井県大堤においては1997年の越冬期，河北潟においては1997年１０月の

調査を行なうことができなかった．

調査は午前９時から10時のあいだに開始し，３０分以内に終了した．ただし，河北潟におい

ては調査地点間の移動に要した時間も含めて180分以内に終了した.調査の際には8-10倍の双

眼鏡,20-40倍の望遠鏡をもちいて個体数を１回かぞえた．飛類する個体や遊泳する個体を重

複してかぞえてしまうことを最小限にするため，できるだけすばやくかぞえた．さらに，強

風時に湖面に浮いている個体が波間に見えかくれしたり，飛朝している個体が多い場合には，

およその個体数を記録した．

それぞれの越冬地について，トモエガモとマガモの個体数から年ごとの変動係数を求めて

越冬地，年，種のあいだで比較した．比較にもちいたデータは，飛来数が安定し，一斉調査

と時期が一致する１月，２月のものとした．

結果

1．個体数変動

l）石川県片野鴨池の個体数変動

1997年から2000年にかけての，片野鴨池におけるトモエガモの個体数変動を図２に示した．

以下，それぞれの越冬期における渡来状況について述べる．
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1997-1998年

１０月１日に７羽がこの冬はじめて記録された．１２月上旬までは数羽が観察されたにすぎず、

個体数は少なかった．以降やや増加したが，数十羽から数百羽と個体数の変動は激しかった．

一斉調査が行なわれた１月１５日には７羽が記録されたのみだった．２月１日には最大個体数

610羽が記録された．以降，急激に減少し，３月５日に１羽がこの冬般後に記録された．

1998-1999年

１１月２日に２羽がこの冬はじめて記録された．その後は数羽が記録されたにすぎず，個体

数は少なかった．１２月中旬以降徐々に増加したが，数十羽から数百羽と個体数の変動は激し

かった．１月５日には最大個体数793羽が記録された.一斉調査が行なわれた１月１５日には631

羽が記録された．１月中旬以降徐々に減少し，３月６日には３羽がこの冬最後に観察された．

1999-2000年

１０月１７日に３羽がこの冬はじめて記録された．その後は数羽が観察されたにすぎず，個体

数は少なかったが，１２月上旬以降２月上旬までに数百羽から1,000羽程度の群れが観察され

た．１月10日には最大個体数1,500羽が記録された．一斉調査が行なわれた１月16日には631

羽が記録された．２月中旬以降徐々に減少し，４月１日の１羽がこの冬最後の記録であった．

2）石川県河北潟の個体数変動

1997年から2000年にかけての，河北潟におけるトモエガモの個体数変動を図３に示した．

以下，それぞれの越冬期における渡米状況について述べる．

1997-1998年

１２月31日に７羽がこの冬はじめて記録された．以降１月上旬まで50羽から70羽程度が観察

ＳＯＮＤＪＦＭＡＭＪＪＡＳＯＮＤＪＦＭＡＭＪＪＡＳＯＮＤＪＦＭＡ
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図３．河北潟におけるトモエガモ個体数の季節変化．

Fig.３．SeasonalchangesinthenumberofBaikalTealatKahokugata,lake，Ishikawapref.，

centralJapan．
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図４．福井県大堤におけるトモエガモ個体数の季節変化．

Fig.４．SeasonalchangesinthenumberofBaikalTealatOhtsutsumi，Fukuipref.，central
Japan．

された．1998年１月８日には最大個体数137羽が記録された．一斉調査が行なわれた１月15日

には個体数は少なく，１７羽が記録されたのみだった．３月24日に３羽がこの冬最後に記録さ

れた．

1998-1999年

１１月３日に１羽がこの冬はじめて記録された．その後は数羽が記録されたにすぎなかった

が，１２月31日から２月22日にかけて2,000羽を超える大きな群れが記録された．しかし，個体

数は大きく変動し，一斉調査が行なわれた１月15日には少なく，131羽が記録されたのみだっ

た．２月22日には，この年の最大個体数3,200羽が記録されたが，その後みられなくなった．

1999-2000年

１１月２日に４羽がこの冬はじめて記録された.12月24日に最大個体数2,268羽が記録されて

以降，1,000羽から2,000羽程度の大きな群れが１月31日まで観察された．しかし，個体数は

大きく変動し，一斉調査が行なわれた１月１６日には少なく，５１羽が記録されたのみだった．

２月10日には197羽がこの冬最後に記録された．

3）福井県大堤の個体数変動

1998年から2000年にかけての，大堤におけるトモエガモの個体数変動を図４に示した．以

下，それぞれの越冬期における渡来状況について述べる．

1998-1999年

１１月27日に13羽がこの冬はじめて記録された．１２月24日には640羽が記録され,最大個体数

となった．個体数は大きく変動し，一斉調査が行なわれた１月17日には，２羽が記録された

のみだった．２月９日に１羽がこの冬最後に記録された．
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1999-2000年

１０月30日に１０羽がこの冬はじめて記録された．その後は数羽が観察されたにすぎず，個体

数は少なかったが，１２月上旬から下旬にかけて，数百羽の群れが観察された．１２月28日には

最大個体数628羽が記録された．しかし，個体数は大きく変動し，１月には急激に減少し，数

十羽が観察されたにすぎなかった．一斉調査が行なわれた１月16日には44羽が記録されたの

みだった．３月20日には７羽がこの冬最後に記録された．

2．各調査地における変動係数

トモエガモの変動係数は，片野鴨池では214.7％(1998年)，89.5％(1999年)，81.4％(2000

年）であった．河北潟では130.8％（1998年)，77.2％（1999年)，９９．１％（2000年）であっ

た．大堤では141.1％（1999年)，110.1％（2000年）であった．いずれの調査地，年において

も変動の幅は大きかった．

それに対してマガモの変動係数は，片野鴨池では27.0％（1998年)，32.2％（1999年)，２１．

４％（2000年）であった．河北潟では24.8％（1998年)，３５．０％（1999年）であった．大堤で

は14.3％（1999年)，19.0％（2000年）であった．いずれの調査地，年においても変動の幅は

トモエガモと比較して小さかった．

考察

個体数変動の要閃

これまでにも，トモエガモはよく移動する種であり（山本ほか2000b)，ほかのカモ類と比

べて警戒心が強いといわれている（石川県野生生物保護対策調査会2000，山本幸次郎私

信)．トモエガモの群れでの飛銅や逃避行動はすべての調査地で観察され，おもにオジロワシ

HZz比eg“α/6”ﾉﾒαやオオタカＡＣＣ伽gγ摩""/ｉｓなどのタカ目の鳥類による捕食行動の影

響を受けていたが，河北潟ではそれら以外に人の船による接近，福井県大堤では釣り人の接

近や投石でも逃避行動が引き起こされていた．韓国で行なわれた調査でも，観光客や釣り人，

船舶の接近，密猟などで逃避することが報告されており（Poolg／α/､1990)，日中には飛朝

している時間の多くを人間活動からの逃避に費やしている（Ｋａｎｇ＆Chol996)．本調査時

において，すべての調査地でトモエガモは人間活動の影響を最も受けにくいと考えられる位

置で休息していた.河北潟では残存水面のほぼ中心部,湖岸からおよそ500～600ｍ離れた水面

と残存水面西側のヨシ原の発達した水面で休息していた．大堤では国道および駐車場から最

も離れた北岸付近で休息していた．休息地周辺に人間が近づけない片野1M‘池でも同様の傾向

があり，県道などから最も離れた西岸近くで休息していた．片野鴨池と河北潟の中間にある

石川県木場潟は公園として整備されており，トモエガモは多くても30羽程度がまれに記録さ

れるにすぎない（日本野鳥の会石川支部2000b，笹原裕二私信)．同様に，銃猟区でもあ

り，釣り人のいる石川県柴山潟でも，狩猟期間の前後に関わらずトモエガモは観察されなか

った（山本浩伸未発表)．以上のことより，トモエガモは人為的な影響の少ない湖沼や湖沼
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内の区域を選んでいるように思われる．トモエガモの個体数の変動係数がいずれの調査地，

年においてもマガモと比較して大きかったことから，トモエガモは特に人為的な撹乱に対し

て他種のカモ類よりも敏感であり，マガモなどがあまり影響を受けない程度の撹乱でも休息

地を変更するため，個体数が大きく変動したと考えられた．

一斉調査の方法の再検討

石川県や福井県において一斉調査は，国民の祝日などの休日に１日だけ，筆者らの調査と

ほぼ同じ方法で，同じ調査範囲に対して行なわれている（日本野鳥の会石川支部1998，福井

県1998)．個体数の変動がほかのカモ類よりも激しいトモエガモについては，現在行なわれ

ている一斉調査のような年一回の調査では群れが偶然記録されないなどの問題が発生しやす

いと考えられ，その結果，トモエガモの飛来個体数が実際よりも少なく記録され，越冬地と

しての重要性が過小評価される可能性がある．

これらをさけるには,調査回数を咽やすなど調査方法の再検討が必要である.マガンＡ"Ｓｃγ

αﾉ6折り"ｓやヒシクイＡ,ノb6α/ｊＳが多く渡来する宮城県では，1972年以降，越冬期間中に３

回の調査が行なわれている（宮城県1999)．この調査方法では，ある越冬期の渡来状況，個

体数変動に関する情報を得ることができるだけでなく，過小評価の可能性を低くすることが

できる．北海道においても同様に，調査時期や調査地の選択を考慮した調査に転換すること

が提案されている（藤巻・橋本1999)．希少な種が越冬する渡来地の重要性を適切に評価す

るためには，宮城県で行なわれている調査と同様の調査が全国的に行なわれることが望まれ

る．
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要約

１．１９９７年９月から2000年４月にかけて，石川県河北潟，片野鴨池，福井県大堤において，トモエガ

モの渡米状況を把握するための調査を行なった．

2．いずれの調査地においても，トモエガモはおもに１１月に飛来し，翌年３月まで記録された．それ

ぞれの調査地で記録された最大個体数は，河北潟が3,200羽（1999年２月22日)，片野鴨池が1.500

羽（2000年１月10日)，福井県大堤が640羽（1999年１２月24日）であった．

3．トモエガモは調査地，調査期間を問わず変動係数がマガモよりも大きかったことから，マガモと

比較してよく移動する種であると考えられた．

4．トモエガモは警戒心が強いと考えられ，人為的な撹乱もトモエガモの群れの移動に拍車をかけて

いる可能性があった．

5．個体数の変動が大きいトモエガモの飛来個体数を正確に把握し，渡米地の亜要性をより正確に評

価するためには，調査回数を増やすなど調査方法を検討することが必要であると考えられた．
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lake，Katano-kamoike，IshikawaPrefandOhtsutsumi，FukuiPref.，centralJapanfrom

Septemberl997toApril2000.
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ｓｔｕｄｙａｒｅａ、Ｔｈｅｍａｘｉｍｕｍｎｕmberrecordedateachstudysitewas3,200birdsinKahokugata、

ｌａｋｅｏｎ２２Ｆｅｂ、1999,1,500birdsinKatano-kamoikeonlOJan、2000,ａｎｄ６４０ｂｉｒｄｓｉｎ
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evaluatethestatusofthewinteringpopulationofBaikalTealinJapa､,andevaluatethe

importanceofthedifferentwinteringareas．
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